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第１学年＊組 社会科学習指導案 

指導者 橋本 武 

R1 研修センター長期研修 
１ 単元名 古代国家の歩みと東アジア世界 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

古代までの日本を，日本列

島における国家の形成や律令

国家の形成などを東アジアと

の関わりを基に理解している

とともに，諸資料から歴史に

関する様々な情報を調べまと

めている。 

東アジアとの接触や交流と

政治や文化の変化などに着目

して，事象を相互に関連付け

るなどして，古代の社会の変

化の様子を多面的・多角的に

考察し，表現している。 

古代までの日本を現在との

つながりに着目して，主体的

に追究，解決しようとしてい

る。 

 

３ 単元の指導計画(９時間扱い） 

時 学習内容・活動 指導上の留意点(◎評価) 

１ １ 「改元に関わる映像」から，気付きや疑問点を挙

げる。 

２ 映像についての気付きや疑問点等を整理し，現在

とのつながりに着目した学習課題について話し合う｡ 

３ 現在とのつながりに着目した学習課題を設定する｡ 

どうして，日本には約1500年もの間，天皇が

いるのだろう。 

４ 学習課題への予想を立て，追究する視点を見いだ

す｡ 

５ 本時の学習の振り返りをする。 

・「改元に関わる映像」から，天皇が古代から

その後の時代に続いていることに気付かせ,

本単元の学習へ関心をもつようにする。 

・生徒の気付きや疑問点等から語句を用いて

現在とのつながりに着目した学習課題を設

定し，学習課題の解決に向けて追究する視

点を考えるようにする。 

◎天皇が現在まで続いていることに関心をも

ち，学習課題を解決しようとしている。  

(主体的に学習に取り組む態度）【振り返り】 

２ 

３ 

１ 追究する視点を確認する。 

２ 学習課題を確認する。 

飛鳥時代について，分かったこと，気付いたこ

と，考えたことから，天皇が約1500年も続いて

いる理由を考えよう。 

３ 飛鳥時代の歴史的事象について，調べて分かった

ことや調べてみたい疑問等を個別のワークシートに

書き出す。 

４ ３で書き出した事象を付箋に書き，それらがどの

視点に当てはまるものなのかを，班の友達と話し合

いながらワークシートに分類して貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 分類した事象同士の関連を考え，そこから飛鳥時

代の特色を考える｡ 

６ 飛鳥時代の学習を基に，学習課題について自らの

考えをまとめる。 

７ 飛鳥時代の特色について，個人で考えてまとめる｡ 

・飛鳥時代について調べて分かった事象を，

ブレインライティング方式で書き出すよう

にする。 

・書き出す際の留意点を伝え，安心して取り

組める雰囲気をつくる｡ 

・「なぜ？｣｢どうして？｣｢どうやって？」の

問いかけをすることで生徒の考えを具体化

させていく。 

・生徒の疑問や気付きを学級全体に問いかけ

て，生徒間の交流を促す。 

・まとめについて，自分の言葉で理由を記述

するように促す。 

◎飛鳥時代について，追究の視点を基に考察

している。 

(思考・判断・表現）【ワークシート】 

【学習課題】

【本時の課題】

   ＜他の国との関わり＞ ＜文化のこと＞

＜政治のこと＞    ＜人々のくらし・社会＞

追究する四つの視点
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４ 

５ 

１ 学習課題を確認する。 

奈良時代について，分かったこと，気付いたこ

と，考えたことから，天皇が約1500年も続いて

いる理由を考えよう。 

２ 奈良時代の歴史的事象について，調べて分かった

ことや調べてみたい疑問等を個別のワークシートに

書き出す。 

３ ２で書き出した事象を付箋に書き，それらがどの

視点に当てはまるものなのかを，班の友達と話し合

いながらワークシートに分類して貼る。 

４ 分類した事象同士の関連を考え，そこから奈良時

代の特色を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 奈良時代の学習を基に，学習課題について自らの

考えをまとめる｡ 

６ 奈良時代の特色について，個人で考えてまとめる｡ 

・飛鳥時代のまとめの中で，追究する視点に

着目して飛鳥時代の特色を捉えている生徒

の例を取り挙げることで，本時の学習の見

通しをもてるようにする。 

・年号に着目することで「令和」が「大化｣

から続いていることに気付くようにする。 

・飛鳥時代の学習の流れを継続し，奈良時代

について調べて分かった事象を，ブレイン

ライティング方式で書き出すようにする。 

・付箋に書き出す際の留意点を伝え，安心し

て取り組める雰囲気をつくりだす。 

・生徒の疑問や気付きを学級全体に問いかけ

て，生徒間の交流を促す｡ 

・奈良時代の特色をまとめる際には，四つの

視点に分類した事象や関連付けられた事象

等を基に，まとめるようにする。 

◎奈良時代について，追究の視点を基に考察

している。 

(思考・判断・表現）【ワークシート】 

６ １ 学習課題を確認する。 

飛鳥時代から奈良時代の学習から，分かったこ

と，気付いたこと，考えたことを基に，天皇が約

1500年も続いている理由を考えよう。 

２ これまで学習してきた事象を付箋に書き，それら

がどの視点に当てはまるものなのかを，班の友達と

話し合いながらワークシートに分類して貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 班の友達と前後の時代を比較し，事象同士の推移

や関連について話し合う。 

４ 飛鳥時代から奈良時代までの学習を基に，学習課

題についての自らの考えをまとめる。 

・奈良時代のまとめの中で，追究する視点に

複数着目して奈良時代の特色を捉えている

生徒の例を取り挙げることで，本時の学習

の見通しをもてるようにする。 

・歴史の大きな流れを意識できるように，前

後の時代の比較，推移,事象同士の関連に着

目するようにする。 

・考えが抽象的になっている生徒には｢例え

ば？｣｢つまり？｣｢理由は？」等と問いかけ

ることで思考を促す｡ 

◎飛鳥時代から奈良時代までの推移から，追

究の視点を基に学習課題に対する考察して

いる。 

(思考・判断・表現）【ワークシート】 

７ 

８ 

 

１ 学習課題を確認する。 

飛鳥時代，奈良時代と比べて平安時代につい

て，分かったこと，気付いたこと，考えたことか

ら，天皇が約1500年も続いている理由を考えよ

う。 

２ 平安時代の歴史的事象について，調べて分かった

ことや調べてみたい疑問等を個別のワークシートに

書き出す。 

・前時のまとめの中で，追究する視点に複数

着目している生徒の例を取り上げることで,

本時の学習の見通しをもてるようにする｡ 

・奈良時代までの学習の流れを継続し，平安

時代について調べて分かった事象を，ブレ

インライティング方式で付箋に書き出すよ

うにする。 

【学習課題】

【本時の課題】

　＜他の国との関わり＞  ＜文化のこと＞

　飛鳥時代 奈良時代 　飛鳥時代 奈良時代

＜政治のこと＞ ＜人々のくらし・社会＞

　飛鳥時代 奈良時代 　飛鳥時代 奈良時代

四つの視点と時代の推移を踏まえて，

時代の特色をまとめる。
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 ３ ２で書き出した事象を付箋に書き，それらがどの

視点に当てはまるものなのかを，班の友達と話し合

いながらワークシートに分類して貼る。 

４ 分類した事象同士の関連を考え，そこから平安時

代の特色を考える｡ 

５ 平安時代の学習を基に，学習課題について自らの

考えをまとめる｡ 

６ 平安時代の特色について，個人で考えてまとめる｡ 

・飛鳥時代，奈良時代と比較し，推移，比較,

事象同士の関連に着目して考えるようにす

る。 

◎これまでの時代と比較して，平安時代の特

色について，追究の視点を基に考察してい

る。 

(思考・判断・表現）【ワークシート】 

９ 

 

本

時 

１ 学習課題を確認する。 

どうして，日本には約1500年もの間，天皇が

いるのだろう。 

２ これまでの学習で用いた付箋を，班の友達と対話

しながら，新たなワークシートに時系列・視点ごと

に再構成して貼り直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 古代の特色と学習課題についての考えを，班や学

級全体で話し合い，多様な考えを知る。 

４ これまでの学習を踏まえ，古代の特色と現在との

つながりに着目した学習課題について，自らの考え

をまとめる。 

・これまでの学習を踏まえて，本時の最後に,

古代の特色についての考えと現在とのつな 

がりに着目した学習課題について考えをま 

とめることを確認する｡ 

・複数の時代を比較し，歴史的事象を時系列

で捉えやすくするため「時代｣｢中心人物」

を新たな視点に加えたワークシートを活用

する。 

・事象同士を関連付けて線で結んだり，付箋

の貼る位置を工夫したりすることで，歴史

の大きな流れを捉えるようにする。 

・古代の特色と現在とのつながりに着目した

学習課題について考えをまとめる際には，

自らの考えに友達や学級全体での話合いを

踏まえて,まとめるようにする。 

◎天皇を中心とした国づくりが展開されて，

その後の時代につながっていることを考察

し表現している。  

(思考・判断・表現）【振り返り】 

◎大陸の文化を積極的に取り入れて，国家の

仕組みが整えられたことを，様々な資料を

活用して理解している。 

(知識・技能）【ワークシート】 

 

【学習課題】

時代 中心人物 政治のこと
人々のくらし
社会の様子

他の国と
の関わり

文化のこと

なぜなら(理由)は，

【古代とは,｢　　　　　　　　　　　　　｣時代である｡】

現在とのつながりに着目した学習課題についての考えをまとめる。

古代の特色について，再構成して考えたことを

まとめる。
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